
アーカイブ演題 一覧(予定)
演題名 タイトル 演者 所属 時間(予定)

大会⾧講演 1
認知療法・認知行動療法における個別性の意義に
ついてー身体症状症を例にー

富永 敏行 京都府立医科大学大学院 医学研究科 精神機能病態学 50分

大会⾧講演 2 ポジティブ心理学手法によるCBT 須賀 英道 龍谷大学 短期大学部 社会福祉学科 50分

教育講演 1
中高生の定期検診の中に心の部分を盛り込んでいく試み/
テクノロジーと認知行動療法

堀越 勝 国立精神・神経医療研究センター認知行動療法センター 50分

教育講演 2 認知症診療における認知療法の応用可能性 成本 迅 京都府立医科大学大学院 医学研究科 精神機能病態学 50分

教育講演 3 スポーツとCBT 関﨑 亮 桐生第一高等学校 50分

教育講演 4 心的トラウマと認知行動療法 金 吉晴 国立精神・神経医療研究センター　行動医学研究部 50分

教育講演 5
新型コロナウィルス(COVID-19)pandemic時代の認知
行動療法:遠隔医療におけるCBTの可能性と
その課題

中川 敦夫 慶應義塾大学病院 臨床研究センター 50分

教育講演 6
物質使用障害のMyth and Fact:プログラムの
効果を高める疾病理解

山野 尚美 京都府立大学 公共政策学部 福祉社会学科 50分

教育講演 7-1 精神疾患患者の健康行動と行動変容 大久保 亮
国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター
トランスレーショナル・メディカルセンター 情報管理解析部

50分

教育講演 7-2
IT企業がすすめる、100人100通り。自立とチームワークを
促進するマネジメント

中根 弓佳 サイボウズ株式会社 執行役員 人事本部⾧ 50分

教育講演 8 不眠の認知行動療法 渡辺 範雄 京都大学大学院 医学研究科 健康要因学講座 健康増進・行動学分野 50分

教育講演 9
マインドフルネス認知療法のフロンティアー低強度、
⾧期効果、職場での介入も含めて

佐渡 充洋 慶應義塾大学 医学部 精神・神経科学教室 50分

教育講演 10
児童青年期診療における精神分析的精神療法と
認知行動療法

山下 達久 からすま五条・やましたクリニック 50分

教育講演 11 社会脳と心理療法 村井 俊哉 京都大学大学院 医学研究科 脳病態生理学講座 精神医学 50分

教育講演 12 うつ病のリカバリーを目指した認知行動療法 菊地 俊暁 慶應義塾大学　医学部　精神・神経科学教室 50分

教育講演 13 子どもの認知行動療法－20年の歩み－ 石川 信一 同志社大学 心理学部 50分

教育講演 14 看護師:現場でもできる認知療法・認知行動療法 占部 美恵 京都府立医科大学 医学部 看護学科 50分

教育講演 15
慢性疼痛に対する認知行動療法的アプローチの変遷を
たどる

武藤 崇 同志社大学 心理学部・心理学研究科 50分

研究セミナー1 計算論的精神医学と内受容感覚 大平 英樹 名古屋大学大学院 情報学研究科 心理学講座 50分

研究セミナー2 精神療法のRCTの経験をシェアします 古川 壽亮 京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 50分

大会特別企画 1 成人期の注意欠如・多動症の認知行動療法 中島 美鈴 九州大学大学院 人間環境学府 人間共生システム専攻 50分

大会特別企画 2
不登校を中心とした学校臨床における認知行動療法の
実践

小関 俊祐 桜美林大学大学院 臨床心理学専攻科 50分

大会特別企画 3 認知症の家族支援における認知行動療法の活用 田島 美幸 慶應義塾大学 医学部 精神・神経科学教室 50分

海外演者講演
Cognitive Behavioral Therapies for Addiction: A
Special Reference to Alcohol Use Disorder

Ethan Sahker
Kyoto University, Graduate School of Medicine,
Medical Education Center

50分

一般演題 1-1
習慣逆転法に複数の認知行動療法技法を組み
合わせた抜毛症治療プログラム開発の試み

吉橋 実里 国立精神・神経医療研究センター病院臨床心理部 15分

一般演題 1-2
システマティックレビューとメタ解析によるテレビ会議を
用いた遠隔での認知行動療法の有効性検証

松本 一記 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 15分

一般演題 2
摂食障害の認知行動療法（Enhanced Cognitive
Behavior Therapy)の試みとスーパーバイズ過程

小原 千郷 文教大学人間科学部臨床心理学科 15分

一般演題 3-1
境界性パーソナリティ障害(BPD)傾向のある18歳女性の
自傷に対する認知行動療法(CBT)に心理士と共に主治
医も同席し奏功した一例

春口 洸希 国立精神・神経医療研究センター病院 15分

一般演題 3-2
日常生活が「させられる」体験となっていたASDをもつクライ
エントに対する行動活性化の適用と工夫

羽鳥 乃路 東京武蔵野病院 15分

一般演題 4
オンライン認知行動療法のセラピストに必要な技能の教育
研修プログラムの開発

中島 美鈴 九州大学人間環境学研究院 15分





 




